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・
第
22
回
学
校
給
食
を
考
え
る
集
い

　
「
地
産
池
消
と
学
校
給
食

　
〜
安
全
安
心
の
学
校
給
食
を
め
ざ
し
て
」

 

（
要
旨
）

３
月
１
日
（
日
）、
ラ
ッ
セ

ホ
ー
ル
で
08
年
度
兵
教
組
社
会

貢
献
事
業
贈
呈
式
が
お
こ
な
わ

れ
、関
係
者
95
人
が
参
加
し
た
。

今
年
度
は
、
吉
田
未
夢
さ
ん

ら
県
内
の
児
童
・
生
徒
10
人
に

車
椅
子
が
、
社
会
福
祉
法
人
の

「
ス
ク
ラ
ム
」「
ゼ
ノ
の
村
」
の

２
施
設
に
福
祉
自
動
車
が
贈
ら

れ
た
。
代
表
し
て
、
車
椅
子
を

贈
ら
れ
た
片
山
健
人
さ
ん
（
小

学
４
年
）
か
ら
、「
６
月
の
自

然
学
校
に
、
み
ん
な
と
一
緒
に

行
く
の
が
す
ご
く
楽
し
み
で

す
」と
感
謝
の
言
葉
が
あ
っ
た
。

昨
年
度
よ
り
は
じ
ま
っ
た
児

童
養
護
施
設
へ
の
支
援
に
は
、

「
若
草
寮
」
と
「
泉
心
学
園
」

の
２
施
設
。

「
若
草
寮
」は
、毎
年
３
月
に
、

施
設
か
ら
自
立
し
て
い
く
子
ど

も
た
ち
の
送
別
と
激
励
、
さ
ら

に
人
権
や
自
然
環
境
な
ど
に
つ

い
て
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
を

目
標
に
、
１
泊
２
日
の
旅
行
を

実
施
。
一
昨
年
度
は
広
島
、
昨

年
度
は
小
豆
島
に
行
き
、
原
爆

資
料
館
や
二
十
四
の
瞳
映
画
村

等
を
巡
っ
た
。
原
子
爆
弾
や
戦

争
に
つ
い
て
の
事
前
学
習
を
行

い
、
み
ん
な
で
折
っ
た
千
羽
鶴

を
原
爆
の
子
の
像
に
手
向
け
た

り
、
小
豆
島
の
美
し
い
自
然
と

対
照
的
な
戦
争
の
傷
跡
に
触
れ

た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
平

和
に
つ
い
て
子
ど
も
た
ち
に

し
っ
か
り
と
考
え
さ
せ
る
機
会

と
し
て
い
る
。

ま
た
、「
泉
心
学
園
」
は
、

保
護
者
、
地
域
と
連
携
し
た

様
々
な
体
験
学
習
を
展
開
。
学

園
構
内
で
、
近
郊
の
小
・
中
の

児
童
生
徒
、
地
域
の
方
も
参
加

し
て
の
イ
ベ
ン
ト
や
模
擬
店
、

も
ち
つ
き
、
綱
引
き
、
ビ
ン
ゴ

大
会
。
難
病
と
闘
う
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
を
招
待
し
、
近
郊
小
学

校
体
育
館
で
地
域
の
方
々
に
も

参
加
を
呼
び
か
け
、
勇
気
に
つ

い
て
考
え
、
歌
い
、
命
の
大
切

さ
に
つ
い
て
語
り
合
う
ク
リ
ス

マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
。
児
童
約
１

０
０
名
が
参
加
す
る
チ
ャ
レ
ン

ジ
ラ
ン
キ
ン
グ
大
会
で
は
、
空

き
缶
積
み
、
雑
巾
が
け
、
紙
飛

行
機
と
ば
し
な
ど
様
々
な
競
技

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
大
会
の
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
、
学
園
の
中
・

高
生
が
活
躍
し
て
い
る
。

◆

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
中
・
高

生
に
よ
る
平
和
活
動
報
告
・
平

和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
か
ら
始
ま

り
、被
爆
体
験
者
に
よ
る
語
り
、

日
中
に
つ
い
て
を
考
え
た
、
高

校
生
制
作
の
映
画
の
上
映
な
ど

「
ヒ
ロ
シ
マ
」
な
ら
で
は
の
も

の
と
な
っ
た
。

中
村
讓
日
教
組
委
員
長
は
、

日
教
組
運
動
の
歴
史
的
起
点
で

も
あ
る
広
島
開
催
の
意
義
深
さ

を
語
っ
た
。
ま
た
、
医
療
・
年

金
・
介
護
な
ど
の
福
祉
、
教
育

ま
で
を
も
含
ん
だ
「
聖
域
な
き

構
造
改
革
」
が
「
貧
困
と
格
差

の
社
会
」
を
生
ん
だ
と
批
判
。

「
教
育
の
民
営
化
」
や
「
学
テ

に
よ
る
競
争
と
点
数
に
よ
る
順

位
づ
け
」
で
子
ど
も
た
ち
を
煽

り
た
て
る
現
状
に
、「
不
易
な

る
価
値
」
の
強
制
に
よ
る
国
家

主
義
・
新
保
守
主
義
が
重
ね
ら

れ
て
い
る
と
も
。
ま
た
、
日
本

の
子
ど
も
た
ち
の
７
人
に
１
人

が
就
学
困
難
な
相
対
的
貧
困
層

と
な
っ
て
い
る
社
会
・
教
育
の

現
状
に
、「
私
た
ち
の
社
会
的

役
割
と
責
任
は
大
き
い
。
働
く

仲
間
、
地
域
住
民
や
保
護
者
、

研
究
者
、
教
職
員
、
教
育
行
政
、

政
治
が
『
子
ど
も
た
ち
の
最
善

の
利
益
』
を
真
剣
に
考
え
、
社

会
的
対
話
を
重
ね
よ
う
」
と
呼

び
か
け
た
。

そ
の
社
会
的
対
話
の
先
駆
的

例
と
し
て
、「
ひ
ょ
う
ご
教
育

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
紹
介
さ

れ
、
兵
教
組
の
と
り
く
み
が
全

国
で
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
改
め
て
実
感
し
た
。

記
念
講
演
は
、
中
島
啓
江
さ

ん（
オ
ペ
ラ
歌
手
）に
よ
る「
未

来
に
Ｙ
Ｅ
Ｓ
！
競
争
で
は
な

く
、
信
頼
を
育
て
合
う
」
と
題

し
た
も
の
。（
詳
細
は
月
間
Ｊ

Ｔ
Ｕ
３
月
号
参
照
）
参
加
者
か

ら
は
、「
胸
を
打
た
れ
た
。『
い

じ
め
た
子
に
も
立
ち
直
る
チ
ャ

ン
ス
を
与
え
て
や
っ
て
ほ
し

い
』
の
言
葉
。
ま
さ
に
教
師
の

仕
事
と
思
う
。
こ
の
よ
う
な
講

演
を
聴
け
た
こ
と
に
感
謝
し
て

い
る
」
と
あ
っ
た
。

分
科
会
参
加
者
の
感
想

小
・
中
９
年
間
の
成
長
を
見

据
え
た
総
合
学
習
を
考
え
、
連

携
を
一
層
強
化
す
る
こ
と
も
必

要
と
感
じ
た
。（
芦
屋
・
総
合

学
習
）

青
年
層
か
ら
の
リ
ポ
ー
ト
が

目
立
っ
た
。
過
去
と
未
来
、
環

境
・
平
和
・
国
際
理
解
、教
師
・

校
内
・
地
域
、
ア
ジ
ア
の
国
々

と
、
様
々
な
「
つ
な
ぐ
」
が
論

議
さ
れ
た
。（
川
西
／
平
和
）

経
済
格
差
は
教
育
格
差
へ
直

結
し
て
い
る
。
や
は
り
政
治
を

変
え
な
く
て
は
い
け
な
い
。（
佐

用
／
教
育
条
件
整
備
の
運
動
）

障
害
児
（
者
）
が
、
生
き
生

き
と
生
活
で
き
る
よ
う
な
「
社

会
モ
デ
ル
」
を
兵
庫
の
教
育
か

ら
全
国
へ
発
信
で
き
な
い
か
と

思
う
。（
宝
塚
／
障
害
児
教
育
）

兵
庫
の
教
育
が
い
か
に
子
ど

も
を
中
心
に
と
り
く
ん
で
き
た

の
か
を
確
認
で
き
た
。
今
後
も

更
に
県
教
研
を
い
い
も
の
に
し

て
い
く
。（
神
戸
／
高
等
教
育
・

選
抜
制
度
と
進
路
保
障
）

保
護
者
を
代
表
し
た
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
の
報
告
が
あ
っ
た
。
兵
教

組
も
組
合
を
支
え
て
く
れ
る
一

般
の
方
々
に
報
告
し
て
も
ら
い

た
い
。（
多
紀
／
地
域
に
お
け

る
教
育
改
革
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

話
題
は
「
小
学
校
外
国
語
活

動
」。
導
入
進
行
報
告
で
、
中

学
校
か
ら
興
味
を
無
く
し
英
語

を
嫌
う
生
徒
が
年
々
増
え
て
い

る
と
あ
っ
た
。
ま
た
、「
準
備
時

間
的
に
担
任
が
で
き
る
も
の
で

は
な
い
」「
外
国
語
教
育
の
目
的

を
考
え
る
と
、
今
や
っ
て
い
る

こ
と
に
疑
問
を
感
じ
る
」
と
本

音
が
聞
け
た
。（
加
小
／
外
国
語
）

特
別
分
科
会

教
育
格
差
と
学
力
保
障

吹
田
市
教
育
委
員
の
内
田
慶

市
さ
ん
（
関
西
大
学
教
授
）
が

講
演
。（
詳
細
は
月
間
Ｊ
Ｔ
Ｕ

３
月
号
参
照
）

子
ど
も
の
安
全
・
安
心
と
学

習
権
保
障

兵
庫
舞
子
高
校
の
諏
訪
清
二

さ
ん
と
卒
業
生（
高
校
・
大
学
）

に
よ
る
、
中
国
・
四
川
の
活
動

報
告
。
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流

や
と
り
く
み
、
意
見
を
述
べ
る

姿
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の

教
訓
を
生
か
し
た
兵
庫
の
教
育

の
一
面
を
映
し
て
い
た
。

感
想
に「
人
と
の
つ
な
が
り
、

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
、
子
ど
も

の
生
活
権
・
学
習
権
か
ら
、
中

学
生
の
部
活
動
が
勝
利
追
求
型

か
ら
自
己
肯
定
感
を
獲
得
し
て

い
け
る
大
切
な
教
育
活
動
の
位

置
づ
け
を
確
認
す
る
必
要
性
を

痛
感
し
た
」（
姫
路
）と
あ
っ
た
。

兵
教
組
は
、
障
害
児
（
者
）
施
設
と
の
連
携
を
は
か
る
た
め
、

１
９
７
９
年
よ
り
障
害
児
（
者
）
施
設
へ
の
バ
ス
寄
贈
事
業
、

１
９
８
３
年
よ
り
車
椅
子
寄
贈
事
業
を
進
め
て
き
た
。

２
０
０
７
年
度
よ
り
、
兵
教
組
「
教
育
文
化
・
社
会
貢
献
事

業
」
と
し
て
多
く
の
教
職
員
の
協
賛
金
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て

お
り
、「
福
祉
自
動
車
支
援
事
業
」「
車
椅
子
支
援
事
業
」「
児

童
養
護
施
設
等
へ
の
支
援
事
業
」
に
と
り
く
ん
で
い
る
。

第58次 日教組全国教研 

「平和を守り真実をつらぬく
民主教育の確立を」 

平和・人権・環境・共生への思い

第
58
次
教
育
研
究
全
国

集
会
（
全
国
教
研
）が
２

月
21
日
か
ら
３
日
間
、広

島
市
で
開
催
さ
れ
た
。

全
国
か
ら
延
べ
１
２
，

０
０
０
人
が
参
加
。兵
教

組
か
ら
32
人
の
リ
ポ
ー

タ
ー
を
含
む
95
人
が
参
加

し
た
。

昨
年
の
第
57
次
全
国
教

研
の
全
体
集
会
は
、プ
リ

ン
ス
ホ
テ
ル
の
突
然
の
会

場
使
用
拒
否
に
よ
り
、や

む
な
く
中
止
と
な
っ
た
。

（
現
在
、訴
訟
係
争
中
）

今
年
の
全
体
会
は
、平

和
祈
念
公
園
内
の
広
島
国

際
会
議
場
で
、全
国
か
ら

集
ま
っ
た
約
３
，５
０
０

人
の
参
加
者
と
と
も
に
お

こ
な
わ
れ
た
。

車椅子でピースサイン！（ラッセホール玄関前で、3月1日）

全
体
会
場
い
っ
ぱ
い
の
参
加
者
た
ち
。 （
２
月
21
日
、
広
島
国
際
会
議
場
で
）

 

広告
承認 08-56-24（0812）

お問合せ先：教職員共済生活協同組合 兵庫県支部
　　　　　　　TEL：078-221-9730
　　　　　　　神戸市中央区中山手通 4-10-8まで

08
年 

社
会
貢
献
事
業

「
み
ん
な
と
一
緒
に
い
く
自
然
学
校
が

す
ご
く
た
の
し
み
で
す
」
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年利率
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3年もの0.55％
年利率

（税引後年利率0.44％） 2年もの0.60％
年利率

（税引後年利率0.48％）

4年もの0.60％
年利率

（税引後年利率0.48％）
3年もの0.65％

年利率

（税引後年利率0.52％）

5年もの0.65％
年利率

（税引後年利率0.52％）

5年もの0.75％
年利率

（税引後年利率0.60％）

定期預金定期預金

貯えの場が

大きく繁るよ

（財）兵庫県学校厚生会 信用共済部
預金に関するお問い合わせは、支部事務所又は信用共済部まで

〒650-0012 神戸市中央区北長狭通4丁目7-34      TEL（078）331－9974（直通）
https://www.kouseikai.jp

な
が
り
、
コ
ン
テ
ナ
流
通
に
よ

る
包
装
費
の
軽
減
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。
し
か
し
、
小

さ
い
産
地
の
場
合
は
、
い
か
に

欠
品
を
出
さ
な
い
よ
う
に
す
る

か
、
き
っ
ち
り
も
の
を
作
り
、

あ
る
程
度
の
融
通
の
利
く
生
産

者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
が

拡
大
の
制
約
に
な
る
。

今
後
は
、
こ
の
よ
う
に
関
係

者
が
集
ま
っ
て
話
し
合
え
る
場

を
持
つ
こ
と
や
、
価
格
・
運

搬
・
規
格
の
決
定
、
加
工
品
の

生
産
を
増
や
す
こ
と
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
る
。

兵
庫
県
漁
連
の
と
り
く
み

（
柴
田
）

体
験
交
流
教
室
で
、
魚
料
理

の
調
理
や
海
の
こ
と
を
知
っ
て

も
ら
う
「
お
魚
教
室
」
の
開
催
、

修
学
旅
行
生
を
受
け
入
れ
て
の

漁
業
体
験
な
ど
を
お
こ
な
っ
て

い
る
。

漁
業
者
は
、
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
に
持
ち
込
め
ば
使
っ
て
も

ら
え
る
と
い
う
感
覚
の
ズ
レ
が

あ
る
。
安
心
・
安
全
の
確
保
は

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
安
定
供

給
の
確
保
が
で
き
る
か
の
課
題

が
あ
る
。そ
う
い
う
意
味
で
は
、

加
工
品
で
カ
バ
ー
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。

ま
た
、
魚
の
食
べ
方
の
提
案

も
重
要
に
な
っ
て
い
る
。
地
域

性
や
教
育
方
針
に
も
よ
る
が
、

骨
の
あ
る
魚
、
な
い
魚
と
、
学

校
に
よ
っ
て
違
う
。
こ
の
よ
う

な
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

お
い
し
い
食
べ
方
を
提
案
し
、

楽
し
ん
で
食
事
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
。
し
か
し
、
大
き
な
問

題
に
価
格
が
あ
る
。
輸
入
品
と

比
べ
る
と
県
産
は
高
い
。「
使

い
た
い
が
使
え
な
い
」
と
い
う

声
を
聴
く
。
こ
の
価
格
の
差
を

ど
う
埋
め
る
か
が
こ
れ
か
ら
の

2
月
27
日
、
兵
教
組
栄
養
職

員
部
は
「
第
22
回
学
校
給
食
を

考
え
る
集
い
」
を
ラ
ッ
セ
ホ
ー

ル
で
お
こ
な
い
、
保
護
者
23
人

を
含
む
89
人
が
参
加
し
た
。

「
地
産
地
消
と
学
校
給
食
〜

安
全
安
心
の
学
校
給
食
を
め
ざ

し
て
〜
」
を
テ
ー
マ
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
は
、保
田
茂
さ
ん（
神

戸
大
学
名
誉
教
授
・
兵
庫
農
魚

村
社
会
研
究
所
代
表
）
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
黒
坂
真
美
子

さ
ん
（
豊
岡
・
栄
養
教
諭
）、

片
山
仁
史
さ
ん
（
Ｊ
Ａ
兵
庫
中

央
農
政
広
報
課
課
長
）、
柴
田

昌
彦
さ
ん
（
兵
庫
県
漁
業
協
同

組
合
連
合
会
流
通
加
工
事
業
部

本
部
長
）
の
３
名
を
パ
ネ
リ
ス

ト
に
、
会
場
の
質
問
や
意
見
を

交
え
な
が
ら
の
会
と
な
っ
た
。

は
じ
め
に

（
保
田
）

「
食
育
」
が
声
高
に
叫
ば
れ
、

食
の
安
全
・
安
心
が
社
会
問
題

に
な
っ
て
い
る
。
学
校
給
食
の

合
理
化
は
依
然
と
し
て
続
い
て

お
り
、
み
な
さ
ん
か
ら
問
題
提

起
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

日
本
の
経
済
は
大
量
生
産
時

代
を
通
り
過
ぎ
た
。
今
の
子
ど

も
た
ち
が
社
会
に
で
る
頃
、
こ

れ
ま
で
の
よ
う
な
も
の
づ
く
り

の
仕
事
は
な
い
の
で
は
な
い

か
。
改
め
て
、
農
村
に
新
た
な

職
場
が
つ
く
ら
れ
、
村
か
ら
街

へ
送
り
出
し
て
い
た
子
ど
も
た

ち
が
村
に
留
ま
り
、
逆
に
街
か

ら
村
に
送
り
出
す
視
点
を
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

こ
れ
か
ら
の
社
会
を
考
え
る

上
で
、
地
産
地
消
も
大
事
な
課

題
の
一
つ
。
学
校
給
食
の
原
点

で
あ
る
、地
元
の
食
材
を
使
い
、

よ
り
安
全
・
安
心
、
心
の
こ

も
っ
た
給
食
を
ど
う
作
っ
て
い

く
の
か
を
考
え
た
い
。

地
産
地
消
の
成
果
と
課
題

（
黒
坂
）

ー
日
高
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

と
り
く
み

学
校
給
食
の
目
標
は
、
安

全
・
安
心
、食
育
に
つ
な
げ
る
、

地
域
と
つ
な
が
り
、
地
域
を
大

切
に
す
る
こ
と
。
献
立
内
容
の

充
実
と
し
て
の
地
産
地
消
、
ふ

る
さ
と
給
食
を
月
２
回
取
り
入

れ
、
手
作
り
料
理
の
導
入
、
楽

し
い
給
食
を
め
ざ
し
た
リ
ク
エ

ス
ト
メ
ニ
ュ
ー
や
幸
せ
に
ん
じ

ん
、
セ
レ
ク
ト
給
食
、
行
事
食

な
ど
を
提
供
し
て
い
る
。
食
に

関
す
る
指
導
の
充
実
と
し
て
、

学
校
訪
問
に
よ
る
給
食
指
導
を

お
こ
な
っ
て
き
た
。

―

食
育
と
地
産
地
消

学
校
へ
納
入
可
能
な
生
産
者

か
ら
、
20
種
類
の
野
菜
を
入
れ

て
い
る
。
納
入
時
の
様
子
や
畑

の
写
真
を
撮
り
、
資
料
と
し
て

学
校
に
提
供
す
る
。
ま
た
、
子

ど
も
た
ち
が
生
産
者
の
元
へ
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
に
出
か
け
た
り
、

学
校
で
生
産
者
に
授
業
を
し
て

も
ら
っ
た
り
し
て
い
る
。
畑
で

は
土
作
り
か
ら
教
え
て
も
ら

い
、
と
れ
た
野
菜
で
子
ど
も
た

ち
が
調
理
し
、
生
産
者
と
一
緒

に
給
食
を
食
べ
る
会
も
お
こ

な
っ
て
い
る
。
毎
日
子
ど
も
た

ち
の
元
に
お
便
り
を
届
け
る
と

と
も
に
、食
育
だ
よ
り
と
し
て
、

月
１
回
、
各
家
庭
に
配
布
し
て

い
る
。

―

成
果

二
桁
を
割
ら
な
か
っ
た
給
食

の
残
菜
量
が
、
４
〜
５
％
に
減

少
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
、
強

制
的
に
食
べ
さ
せ
た
わ
け
で
は

な
く
、「
自
ら
食
べ
よ
う
と
い

う
気
持
ち
」
や
、「
感
謝
の
心
」

が
育
っ
て
い
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
か
ら
は
、「
児
童
が
落
ち

着
い
て
き
た
」「
家
庭
で
も
食

材
や
食
に
関
心
を
し
め
す
よ
う

に
な
っ
た
」「
子
ど
も
が
関
心

を
示
す
た
め
、
親
も
無
関
心
で

は
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
」
と
い

う
回
答
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
生
産
者
に
と
っ
て
も

納
入
時
に
情
報
交
換
で
き
、
生

産
意
欲
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て

い
る
よ
う
だ
。

―

今
後
の
課
題

関
係
機
関
と
の
連
携
を
密
に

す
る
こ
と
が
重
要
。
生
産
者
の

確
保
、
取
り
扱
い
品
目
を
増
や

す
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

問
題
は
収
穫
が
ず
れ
た
場
合
の

対
処
法
だ
。
ま
た
、
大
豆
納
入

時
で
は
、
市
内
全
域
分
の
一
括

納
入
に
よ
る
保
管
場
所
の
確
保

の
問
題
が
あ
っ
た
。

Ｊ
Ａ
の
食
農
教
育
活
動

（
片
山
）

地
場
産
学
校
給
食
と
し
て
、

様
々
な
食
情
報
の
提
供
や
体
験

活
動
と
あ
わ
せ
て
、地
域
、学
校
、

家
庭
に
Ｊ
Ａ
と
し
て
で
き
る
こ

と
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

特
に
学
校
給
食
で
は
、
農
と

し
て
提
供
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
食
育
で
教
材
と
し
て
活
用

し
て
も
ら
う
い
い
機
会
で
は
な

い
か
。見
え
る
食
材
を
通
し
て
、

子
ど
も
た
ち
に
食
と
農
の
理
解

を
広
げ
て
も
ら
い
、
子
ど
も
た

ち
を
通
し
て
家
庭
の
食
生
活
の

改
善
へ
の
つ
な
が
り
な
ど
期
待

し
て
い
る
。
地
元
の
も
の
を
愛

用
し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、

新
た
な
販
路
と
し
て
の
消
費
拡

大
、
生
産
者
の
所
得
の
向
上
、

地
域
の
活
性
化
へ
つ
な
が
る
の

で
は
な
い
か
。

ま
た
、
子
ど
も
、
教
職
員
、

保
護
者
か
ら
の
様
々
な
情
報
か

ら
、
生
産
者
の
や
り
が
い
や
自

信
、
給
食
と
い
う
絶
対
安
全
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意

識
が
、
生
産
履
歴
記
帳
90
％
以

上
の
数
字
に
も
表
れ
て
い
る
。

学
校
給
食
の
食
材
は
、
農
家

に
と
っ
て
安
定
し
た
所
得
へ
つ

課
題
で
も
あ
る
。

特
に
漁
村
は
、
漁
業
が
な
い

と
、
地
域
の
経
済
、
文
化
、
自

然
が
成
り
立
た
な
く
な
る
。
地

域
産
業
を
守
る
面
で
も
、
食
育

活
動
の
一
環
と
し
て
、
地
産
地

消
の
食
材
を
学
校
給
食
に
取
り

入
れ
て
も
ら
う
よ
う
働
き
か
け

た
い
。

教
材
と
し
て
の
地
産
地
消

食
育
の
６
つ
の
目
標

① 

豊
か
な
人
間
性
、
命
の
大
切

さ
を
学
ぶ

②
生
活
能
力
を
磨
く

③
食
文
化
を
つ
な
ぐ

④
健
康
に
生
き
る
知
恵
を
磨
く

⑤
環
境
の
大
切
さ
を
学
ぶ

⑥
食
料
の
持
久
力
を
守
る

こ
れ
ら
の
目
標
と
地
産
地
消

が
ど
う
か
ら
む
か
。
こ
れ
が
学

校
給
食
に
お
け
る
地
産
地
消
の

考
え
方
の
狙
い
に
な
る
。
食
育

に
お
け
る
地
産
地
消
は
、「
子

ど
も
の
幸
せ
」の
た
め
で
あ
り
、

現
場
に
子
ど
も
た
ち
が
出
か
け

て
い
っ
て
学
ぶ
こ
と
、
地
域
の

食
文
化
を
学
ぶ
こ
と
、
健
康
に

生
き
る
知
恵
を
磨
く
よ
う
な
機

会
に
も
な
り
、
環
境
に
も
つ
な

が
っ
て
い
く
。
最
後
に
食
料
自

給
率
を
学
ぶ
よ
う
な
機
会
に
も

な
る
。「
食
育
」
と
い
う
言
葉

の
中
で
、
こ
う
し
た
全
て
が
重

な
り
「
地
産
地
消
」
が
有
効
な

教
材
と
し
て
扱
え
る
の
で
は
な

い
か
。

参
加
者
の
感
想

生
産
者
と
子
ど
も
た
ち
が
つ

な
が
る
こ
と
で
、
食
べ
残
し
が

減
っ
た
り
、
感
謝
の
気
持
ち
や

食
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
る
こ

と
な
ど
興
味
深
か
っ
た
。（
神
戸
）

体
験
学
習
や
教
室
な
ど
、
積

極
的
に
進
め
た
い
が
、
情
報
交

換
が
う
ま
く
出
来
て
い
な
い
た

め
、
よ
り
密
な
連
携
が
必
要
だ

と
感
じ
た
。 

（
豊
岡
）

地
産
地
消
を
す
す
め
る
た
め

に
も
、
生
産
者
側
、
学
校
側
の

課
題
を
出
し
合
う
必
要
が
あ
る

と
感
じ
た
。 
（
揖
龍
）

第22回学校給食を考える集い

「生きた教材としての学校給食の推進へむけて」

シンポジウム
「地産池消と学校給食～安全安心の学校給食をめざして～」

子
ど
も
た
ち
の
教
育
課
題
と
食
の
問
題
は
、
今
や
っ
と
深
い
か

か
わ
り
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
学
校
現
場
に
お
い
て

「
食
育
」
推
進
の
重
要
性
も
増
し
て
き
て
い
る
。

学
校
栄
養
職
員
も
約
9
割
が
栄
養
教
諭
と
な
り
、
食
育
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
を
担
っ
て
い
る
。「
安
全
・
安
心
・
お
い
し
い

給
食
」
を
目
指
し
と
り
く
む
中
、
学
校
給
食
と
地
産
地
消
に
つ
い

て
考
え
る
機
会
と
な
っ
た
。

地
産
地
消
へ
の
と
り
く
み
の
問
題
点
や
希
望
の
声
な
ど
、

直
接
生
産
者
側
の
代
表
に
聞
い
て
も
ら
え
る
貴
重
な
場
と

な
っ
た
。 

（
２
月
27
日
、
ラ
ッ
セ
ホ
ー
ル
で
）

保田　茂 さん

黒坂　真美子 さん

片山　仁史 さん

柴田　昌彦 さん
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